
高山市議会

題字：北小学校６年生　 中
なか

 上
うえ

 夏
か

 帆
ほ

 さん
　　　  北小学校６年生の皆さんにご協力いただきました。

１２月９日●花もちづくり（新宮地区まちづくり協議会）
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条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

職
員
の
給
与
や
手
当
、

特
別
職
及
び
議
員
の
期

末
手
当
を
改
正
す
る
も

の
）

※
一
括
議
題
と
し
て
審
査

し
ま
し
た
。

【
論
点
①
】
人
事
院
勧
告
の

内
容

•
国
が
民
間
事
業
所
の
給

与
や
手
当
に
つ
い
て
官

民
の
格
差
を
調
査
し
た

結
果
、
月
額
給
与
で
０
・

１
７
％
、
ボ
ー
ナ
ス
で

０
・
１
２
か
月
の
差
が

あ
っ
た
た
め
、
月
額
給

与
の
引
き
上
げ
と
、
勤

勉
手
当
０
・
１
か
月
分
の

引
上
げ
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

【
論
点
②
】
改
正
に
伴
う
給

与
や
手
当
へ
の
影
響
額
や

若
年
層
の
処
遇
改
善

•
議
員
全
体
で
、
約
１
２

０
万
円
、
特
別
職
全
体

【
論
点
①
】
育
児
休
業
等
の

取
得
状
況
と
取
得
し
や
す

い
環
境
整
備

•
平
成
27
年
度
の
実
績
で
、

育
児
休
業
は
14
名
が
取

得
し
、
そ
の
う
ち
男
性

は
１
名
で
あ
る
。

•
介
護
休
暇
の
取
得
者
は

い
な
い
が
、
１
日
単
位

で
取
得
で
き
る
介
護
の

特
別
休
暇
は
６
名
が
取

得
し
、
そ
の
う
ち
男
性

は
３
名
で
あ
る
。

•
各
職
場
に
お
い
て
、し
っ

か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、
事
務

に
支
障
が
な
い
こ
と
を

最
優
先
に
し
な
が
ら
、

所
属
長
の
指
示
の
も
と

個
人
を
全
体
が
カ
バ
ー

し
て
い
き
た
い
。

◆
議
第
１
０
３
号

高
山
市
観
光
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
パ
ス
カ
ル
清
見
の
一

部
、
宿
泊
棟
や
体
験
館

な
ど
を
自
然
へ
の
配
慮

や
地
域
雇
用
を
図
る
こ

起
立
採
決
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

◆
議
第
１
０
０
号

高
山
市
職
員
の
退
職
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当

法
の
改
正
に
伴
い
、
65

歳
以
上
の
退
職
者
に
係

る
退
職
手
当
の
調
整
対

象
者
の
見
直
し
等
を
行

う
た
め
改
正
す
る
も
の
）

【
論
点
①
】
対
象
の
範
囲

•
医
師
や
任
期
付
職
員
が

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
現
在
対
象
と
な

る
職
員
は
い
な
い
。

◆
議
第
１
１
２
号

高
山
市
職
員
の
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
及

び
高
山
市
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

（
介
護
休
業
の
分
割
取
得

が
で
き
る
な
ど
、
育
児

休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
又
は
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
等
の
改
正
に

伴
い
改
正
す
る
も
の
）

で
、
約
29
万
円
、
職
員

全
体
で
、
給
料
が
約
３

９
０
万
円
、
勤
勉
手
当

が
約
３
，０
７
０
万
円
の

増
額
で
あ
る
。

•
市
職
員
は
昨
年
２
％
の

減
額
と
な
っ
て
お
り
、

実
支
給
額
が
増
額
す
る

職
員
は
、
重
点
的
に
配

分
さ
れ
た
若
年
層
が
多

く
、
40
歳
未
満
の
職
員

の
ほ
ぼ
全
員
と
、
50
歳

以
上
の
職
員
の
約
15
％

が
増
額
と
な
る
。

【
論
点
③
】
扶
養
手
当
の
見

直
し
に
よ
る
影
響

•
扶
養
手
当
の
う
ち
、
配

偶
者
の
扶
養
手
当
が
半

額
に
減
額
さ
れ
る
職
員

は
１
２
６
人
、
子
ど
も

の
扶
養
手
当
が
増
額
と

な
る
職
員
は
３
６
５
人

で
、
全
体
の
影
響
額
は

差
し
引
き
月
額
約
１
３

０
万
円
の
増
額
と
な
る
。

【
論
点
④
】
民
間
企
業
の
賃

上
げ
へ
の
対
応

•
民
間
の
企
業
に
つ
い
て

も
市
場
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
適
切
な
経
済

対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。

※
議
第
97
号
に
つ
い
て
は

　

報
第
12
号
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

条
例
案
件
、
事
件
案
件
、

予
算
案
件
に
つ
い
て
議
案

説
明
の
後
、
各
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。（
Ｐ
６
〜
）

　

13
日
の
一
般
質
問
終
了

後
に
、
議
第
１
１
２
号
に

つ
い
て
追
加
上
程
が
さ
れ
、

所
管
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。

◆
議
第
97
号

高
山
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◆
議
第
98
号

高
山
市
特
別
職
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◆
議
第
99
号

高
山
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
高
山

市
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
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12
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１
日 

本
会
議

12
月
９・
12
・
13
日

　
　
　
一
般
質
問

12
月
15
日

総
務
厚
生
委
員
会

12
月
16
日

文
教
産
業
委
員
会

　

平
成
28
年
12
月
定
例
会
が
12
月
１
日
か
ら
12
月
21
日

ま
で
の
21
日
間
開
催
さ
れ
、
消
防
法
令
に
関
す
る
重
大
違

反
の
あ
る
防
火
対
象
物
の
公
表
制
度
を
設
け
る
、
高
山
市

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
を

は
じ
め
、
17
議
案
を
審
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
案
件
の
「
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除

制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
議
案
一
覧
表
に
つ
い
て
は
Ｐ
５
を
参
照
）

平
成
２８
年

1212
月
定
例
会
の
報
告

月
定
例
会
の
報
告



と
を
条
件
に
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
※

と
し
て
募
集
す
る
も
の
）

【
論
点
】
今
後
の
手
続
き

•
条
件
の
最
終
的
な
担
保

は
、
契
約
書
に
ど
の
よ

う
に
記
載
す
る
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
今
回

は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
コ
ン
ペ
と
し
て
募

集
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
様
々
な
企
画
が
出

て
く
る
中
に
、
条
件
を

ク
リ
ア
す
る
企
画
が
出

て
く
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

•
既
存
建
物
の
活
用
を
考

え
る
が
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
な
か
っ
た
り
、
間
取

り
が
現
在
の
使
用
に

あ
っ
て
い
な
か
っ
た
り

と
い
う
こ
と
で
、
建
物

　

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
の
後
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案

の
意
見
書
に
つ
い
て
も
可

決
し
ま
し
た
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ

と
は

　

物
品
購
入
の
よ
う
に
金

額
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
対
象
に
対
す
る
発
想
・

解
決
方
法
等
の
提
案
を
審

査
し
、
選
定
す
る
方
式

ら
に
整
備
す
る
予
定
は

な
い
。

◆
議
第
１
０
９
号

町
の
区
域
の
変
更
に
つ

い
て

（
高
山
駅
周
辺
土
地
区
画

整
理
事
業
の
施
行
に
伴

い
、
昭
和
町
１
丁
目
な

ど
の
町
の
区
域
の
変
更

を
行
う
も
の
）

【
論
点
】
地
元
町
内
会
の
同

意•
関
係
す
る
７
町
内
会
す

べ
て
に
説
明
を
行
い
同

意
し
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
意
見
に
つ
い
て

は
特
に
な
か
っ
た
。

　

Ｐ
４
を
参
照

【
論
点
②
】
関
係
者
へ
の
周

知
方
法

•
広
報
た
か
や
ま
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
で

周
知
を
行
う
。

【
論
点
③
】
違
反
物
件
に
対

す
る
罰
則

•
こ
の
制
度
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ

と
の
み
で
罰
則
は
考
え

て
い
な
い
が
、
消
防
法

違
反
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
従
前
か
ら
行

政
指
導
等
を
行
っ
て
い

る
。

◆
議
第
１
０
６
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

（
一
之
宮
町
の
分
水
嶺
公

園
な
ど
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
も
の
）

【
論
点
①
】
指
定
管
理
料
の

減
額
理
由

•
草
刈
り
等
の
経
費
を
こ

れ
ま
で
の
実
績
に
基
づ

き
、
指
定
管
理
者
と
協

議
の
上
、
減
額
し
た
。

【
論
点
②
】
施
設
の
周
知
や

今
後
の
整
備
の
考
え

•
ス
キ
ー
場
と
合
わ
せ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
周
知
を
図
っ
て
い

る
。
今
の
と
こ
ろ
、
さ

文
化
ホ
ー
ル
の
指
定
管

理
期
間
の
終
期
と
合
わ

せ
４
年
と
し
、
次
期
か

ら
は
グ
ル
ー
プ
化
す
る

考
え
で
あ
る
。

◆
議
第
１
０
４
号

高
山
市
火
災
予
防
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

（
消
防
法
令
に
関
す
る
重

大
違
反
の
あ
る
防
火
対

象
物
の
公
表
制
度
を
設

け
る
た
め
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
）

【
論
点
①
】
公
表
の
方
法

•
公
表
や
削
除
が
即
時
に

行
え
る
こ
と
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
み
を
考
え

て
い
る
。

を
解
体
す
る
提
案
も
想

定
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う

な
使
い
方
で
も
、
し
っ

か
り
と
提
案
し
て
い
た

だ
い
て
、
そ
れ
を
選
考

し
た
い
。

•
こ
れ
ま
で
交
付
さ
れ
た

補
助
金
の
う
ち
、
約
６

千
万
程
度
、
国
へ
の
返

還
が
見
込
ま
れ
る
。

◆
議
第
１
０
５
号
、
１
０

７
号
、
１
０
８
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

（
モ
ン
デ
ウ
ス
ス
キ
ー
場

や
ア
ル
コ
ピ
ア
ス
キ
ー

場
、
国
府
公
民
館
な
ど

の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
）

【
論
点
】
指
定
期
間

•
多
く
の
指
定
管
理
が
５

年
間
だ
が
、
ス
キ
ー
場

に
つ
い
て
は
、
取
り
巻

く
社
会
情
勢
や
ニ
ー
ズ

の
変
化
、
地
球
温
暖
化

等
の
状
況
の
中
、
経
営

を
見
直
す
期
間
と
し
て
、

指
定
管
理
者
か
ら
も
３

年
が
適
当
で
あ
る
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
前
回
同
様
３
年

と
し
て
い
る
。

•
国
府
公
民
館
は
、
国
府

国府公民館（右）

パスカル清見を現地調査

分水嶺公園を現地調査
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12
月
19
日

基
盤
環
境
委
員
会

12
月
20
日

予
算
決
算

特
別
委
員
会

12
月
21
日 

本
会
議



　

平
成
28
年
度
高
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
を
審
査
し
ま
し
た
。

問
高
山
地
域
と
支
所
地
域

の
道
路
等
修
繕
工
事
の
発

注
割
合
は
。

答
高
山
地
域
で
13
件
、
約

１
億
４
千
万
円
。
支
所
地

域
は
38
件
で
約
１
億
６
千

万
円
。

問
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
内
容
は
。

答
今
年
度
は
中
心
と
な
る

人
材
の
確
保
に
む
け
た
準

備
と
し
て
関
係
団
体
と
の

勉
強
会
、
先
進
事
例
で
活

躍
し
て
い
る
方
を
講
師
に

迎
え
研
修
会
等
を
開
催
し
、

関
係
者
の
意
識
醸
成
を
図

る
。

議第110号

平成28年度高山市一般会計補正予算

（第４号）

補正額　９６２，８９４千円
○地方創生関連事業の実施
　　　　　　　　３，０００千円
•大学連携推進事業
•インキュベーション推進事業
○道路等修繕工事費
　　　　　　３００，０００千円
•切れ目のない工事発注（繰越明許）
○災害復旧事業費
　　　　　　１０６，５００千円
•９月豪雨により被災した道路や農
地等の復旧

議　員　発　議

軽油引取税の課税免除制度の継続を求める意見書
　軽油引取税の課税免除制度は、平成30
年３月31日をもって廃止される状況にあ
るが、鉄道、農業・林業、製造業など道
路を使用しない機械燃料の軽油につい
て、申請によって課税免除され、これま
で様々な産業の経営に大きく貢献してき
た。
　とりわけ、冬季観光産業の重要な柱で
あるスキー場産業では、索道事業者が使
うゲレンデ整備車、降雪機等に使う軽油
が免税となっており、また、地球環境の
保全や災害防止など多面的機能をもつ森
林の管理を担う林業では、施業管理に必
要な重機等に使う軽油が免税となっている。そのほか、農業や木材加工業など、様々な業種にお
いて課税免除制度が活用されてきたところである。
　この制度がなくなれば、これらの事業者にとって大きな負担増となり、今でさえ困難な経営が
一段と厳しくなることは避けられない。さらには、地域経済にも大きな影響を与えてしまうこと
が懸念されるところである。
　よって、国においては、現行の軽油引取税の課税免除制度を平成30年４月以降も継続されるよ
う強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成28年12月21日
高　山　市　議　会

下記のとおり意見書を可決し、内閣総理大臣、衆参両議院議長、財務大臣等に提出しました。
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平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）を
可
決

地
方
創
生
関
連
事
業
な
ど
に
約
９
億
６
千
万
円
を
増
額



市長提出議案
12月定例会に上程された議案及び議決結果は次のとおりです。

12月定例会　上程議案一覧表

12月定例会　議案賛否一覧
12月定例会の提出議案における各議員の賛否は次のとおりです。
下記の議案以外については、いずれも全員一致で可決しました。

※「○」は賛成、「●」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席。水門議長は採決に加わりません。

伊
東　

寿
充

谷
村　

昭
次

西
田　
　

稔

沼
津　

光
夫

榎　
　

隆
司

山
腰　

恵
一

渡
辺　

甚
一

北
村　

征
男

岩
垣　

和
彦

中
筬　

博
之

倉
田　

博
之

松
山　

篤
夫

上
嶋
希
代
子

車
戸　

明
良

松
葉　

晴
彦

木
本　

新
一

溝
端
甚
一
郎

水
門　

義
昭

橋
本　

正
彦

中
田　

清
介

藤
江　

久
子

谷
澤　

政
司

今
井　

武
男

牛
丸　

尋
幸

議第97号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議員提出議案

議案番号 件 名 付託委員会 議決結果

報第 12号 損害賠償の額の決定の専決処分について ― 報告終了

議第 97号 高山市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第 98号 高山市特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第 99号 高山市職員の給与に関する条例及び高山市一般職の任期付職員の採用等に関す
る条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第100号 高山市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第101号 高山市役所庁舎駐車場目的外使用に関する条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第102号 高山市税条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第103号 高山市観光施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 文教産業 原案可決

議第104号 高山市火災予防条例の一部を改正する条例について 基盤環境 原案可決

議第105号 指定管理者の指定について（モンデウス飛驒位山　ほか１施設） 文教産業 原案可決

議第106号 指定管理者の指定について（分水嶺公園　ほか２施設） 基盤環境 原案可決

議第107号 指定管理者の指定について（飛驒舟山スノーリゾートアルコピア） 文教産業 原案可決

議第108号 指定管理者の指定について（国府公民館） 文教産業 原案可決

議第109号 町の区域の変更について 基盤環境 原案可決

議第110号 平成28年度高山市一般会計補正予算（第４号） 予算決算特別 原案可決

議第111号 平成28年度高山市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算特別 原案可決

議第112号 高山市職員の勤務時間等に関する条例及び高山市職員の育児休業等に関する条
例の一部を改正する条例について  総務厚生 原案可決

議案番号 件 名 上 程 日 議決結果

発議第６号 軽油引取税の課税免除制度の継続を求める意見書 最 終 日 原案可決
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問
現
在
高
山
市
に
お
い
て

は
、
小
学
校
、
中
学
校
へ

の
入
学
準
備
に
10
万
円
ほ

ど
掛
か
っ
て
し
ま
っ
て
、

家
計
の
収
入
も
少
な
い
中

大
変
な
状
況
で
あ
る
。
収

入
が
少
な
く
て
困
っ
て
い

る
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、

５
月
に
支
給
さ
れ
て
い
る

支
援
金
の
支
給
を
入
学
前

に
で
き
な
い
か
。
国
か
ら

の
通
知
に
は
、
児
童
生
徒

が
援
助
を
必
要
と
す
る
時

期
は
速
や
か
に
支
給
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
十
分

配
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

答
来
年
度
に
は
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

５
月
か
ら
４
月
に
支
給
時

期
を
早
め
る
よ
う
に
予
定

し
て
い
る
。
入
学
前
に
支

給
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
支
給
し
た
後
に
転

出
し
た
場
合
の
調
整
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
今
後
の
課
題
と
し
て

引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

問
市
民
、
保
護
者
、
議
員

へ
の
説
明
も
な
い
ま
ま
三

学
期
制
か
ら
二
学
期
制
に

移
行
す
る
旨
の
通
知
が
、

11
月
24
日
付
で
議
論
も
無

く
結
論
先
に
あ
り
き
で
出

さ
れ
た
。
議
会
軽
視
も
甚

だ
し
い
。

　

ま
た
、
二
学
期
制
に
し

た
が
再
び
三
学
期
制
に
戻

し
た
学
校
も
あ
る
。
十
分

な
議
論
と
納
得
が
必
要
で

あ
り
、
出
来
な
け
れ
ば
、

実
施
を
遅
ら
す
べ
き
。

答
こ
の
時
期
を
外
し
て
は

遅
い
と
い
う
感
覚
、
必
要

性
を
強
く
持
っ
て
い
た
の

で
、
敢
え
て
踏
み
切
っ
て

意
思
を
表
明
し
た
。

12月９日、12日、13日の３日間、16人の議員が市政全般について質問しました。
12月９日㈮ 12月12日㈪ 12月13日㈫

※本会議などの様子は、市議会のホームページ・ヒットネットTVでご覧いただけます。
（インターネットでは、当日の生中継のほか録画配信により、ご覧いただくことができます。）

http://www.city.takayama.lg.jp/gikai/1002453/1004843/1002465.html

國島市長に問う!!
一　般　質　問

議　員　名 掲載ページ

1 上　嶋　希代子 6

2 牛　丸　尋　幸 7

3 沼　津　光　夫 7

4 榎　　　隆　司 7

5 渡　辺　甚　一 8

6 今　井　武　男 8

議　員　名 掲載ページ

1 谷　村　昭　次 8

2 西　田　　　稔 9

3 車　戸　明　良 9

4 木　本　新　一 9

5 中　田　清　介 10

6 藤　江　久　子 10

議　員　名 掲載ページ

1 山　腰　恵　一 10

2 中　筬　博　之 11

3 松　山　篤　夫 11

4 谷　澤　政　司 11

就
学
援
助
世
帯
へ
の

入
学
準
備
金
の
支
給

時
期
に
つ
い
て

上嶋 希代子 議員

二
学
期
制
へ
の

変
更
に
つ
い
て
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問
各
地
域
の
事
業
者
と
連

携
協
定
を
増
や
し
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
る

考
え
は
。

答
警
察
や
郵
便
局
、
地
域

の
小
売
店
、
金
融
機
関
等

の
事
業
所
に
参
加
を
お
願

い
し
協
定
等
を
結
ぶ
な
ど

の
対
応
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
介
護
保
険
の
各
種
申
請
・

更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て
、

期
限
切
れ
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
未
提
出
者
に
対
し

て
、
更
新
手
続
の
再
通
知

書
を
発
行
す
る
考
え
は
。

答
申
請
書
等
未
提
出
者
に

再
通
知
書
を
出
す
考
え
は

な
い
が
、
通
知
文
書
に
つ

介
護
申
請
手
続
き
の
サ

ポ
ー
ト
支
援
に
つ
い
て

新
ご
み
処
理
施
設
建
設

住
民
の
切
実
な
声
に
応
え

進
め
方
の
見
直
し
を

て
い
る
。

　

市
は
内
部
で
全
て
決
め

て
か
ら
住
民
の
同
意
を
得

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
全

国
の
や
り
方
か
ら
み
て
も

異
常
だ
。
進
め
方
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
進
行
中
で
あ
り
、

引
き
続
き
誠
意
を
持
っ
て

進
め
た
い
。

問
市
の
最
高
決
定
機
関
で

あ
る
庁
議
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
不
燃
ご
み
に
分
別

し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
や
、
す
で
に
埋
め
立
て

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
つ

い
て
、
新
ご
み
処
理
施
設

で
焼
却
を
行
う
と
決
定
し

て
い
る
が
、
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、

方
針
と
し
て
持
っ
て
い
る
。

有
識
者
や
市
民
の
代
表
が

入
っ
た
建
設
委
員
会（
仮

称
）を
設
け
て
、
議
論
し
て

い
た
だ
く
考
え
だ
。

問
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
つ
い
て
、
３
年
前
か
ら

地
元
町
内
で
説
明
会
が
開

か
れ
、
最
近
も
３
回
目
の

説
明
会
が
市
長
も
参
加
し

て
開
か
れ
た
。
し
か
し
、

未
だ
に
明
快
な
地
元
同
意

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
住

民
か
ら
は「
半
世
紀
以
上
、

ご
み
処
理
施
設
を
我
慢
し

て
受
け
入
れ
て
き
た
、
周

辺
地
域
の
住
民
感
情
を
候

補
地
選
定
の
評
価
項
目
に

入
れ
る
べ
き
」な
ど
の
声
が

出
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
を
調
査
し
た
専
門

書
に
よ
る
と「
専
門
家
と
公

募
市
民
委
員
を
含
む
建
設

候
補
地
選
定
の
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
ま
ず
候
補

地
選
定
の
手
順
及
び
評
価

方
法
等
を
十
分
に
検
討
し
、

最
初
か
ら
市
民
参
加
と
情

報
公
開
を
図
り
な
が
ら
、

候
補
地
選
定
業
務
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
」と
指
摘
し

牛丸 尋幸 議員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問
空
き
家
調
査
の
現
状
と

結
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

答
現
地
調
査
の
結
果
、
２
，

２
３
８
軒
に
つ
い
て
、
空

き
家
と
思
わ
れ
る
と
判
断
。

現
在
、
建
物
所
有
者
に
対

し
て
、
使
用
状
況
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

　

調
査
結
果
の
構
造
別
・

建
築
年
代
別
で
は
、
木
造

建
物
が
１
，９
３
１
軒
と
９

割
近
く
で
、
昭
和
56
年
以

前
の
旧
耐
震
基
準
の
建
物

は
、
建
築
年
代
不
明
も
含

め
、
１
，８
７
０
軒
と
８
割

を
超
え
る
。

問
全
国
的
に
は
空
き
家
バ

ン
ク
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
政

策
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

市
の
取
り
組
み
は
。

答
空
き
家
紹
介
制
度（
空
き

家
バ
ン
ク
）へ
の
登
録
を
促

し
、制
度
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
ほ
か
、
㈱
ま
ち
づ

く
り
飛
驒
高
山
、
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
へ
の
情
報

提
供
の
希
望
な
ど
を
伺
っ

て
、
具
体
的
な
活
用
に
つ

な
げ
て
行
く
。

問
高
山
地
域
の
空
き
家
が

支
所
地
域
よ
り
大
変
多
い
。

今
後
の
対
応
は
。

答
市
内
の
空
き
家
の
う
ち
、

70
・
２
％
、
１
，５
７
１
軒

が
高
山
地
域
。
観
光
客
が

訪
れ
る
市
内
中
心
部
の
歴

史
的
な
町
並
み
に
お
い
て

は
、
連
担
し
た
町
並
み
を

保
存
す
る
た
め
、
で
き
る

限
り
解
体
を
避
け
保
全
活

用
に
軸
足
を
置
い
た
取
り

組
み
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
支
所
地
域
で
は
、

移
住
希
望
者
等
に
紹
介
す

る
な
ど
、
空
き
家
活
用
や

地
域
活
性
化
に
い
か
に
つ

な
げ
て
い
く
か
が
課
題
と

捉
え
て
い
る
。

沼津 光夫 議員

い
て
は
点
検
し
判
り
や
す

く
す
る
等
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
と
の
連
携
を
密

に
し
て
申
請
手
続
き
の
サ

ポ
ー
ト
に
努
め
て
い
く
。

問
子
ど
も
達
が
安
心
し
て

通
学
で
き
る
よ
う
に
、
歩

車
共
存
型
舗
装
に
す
る
か
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
採
用

す
る
考
え
は
。

答
現
時
点
で
は
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
は
採
用
し
て
い
な

い
が
、
早
期
に
整
備
す
る

こ
と
が
可
能
な
方
法
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

他
市
の
事
例
を
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

介
護
環
境
、
道
路
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

介
護
等
の
見
守
り
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
立
支

援
に
つ
い
て

榎　 隆司 議員

通
学
路
・
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
に
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
を
導
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て
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問
建
設
発
生
土
の
適
正
処

理
に
お
け
る
工
事
契
約
で

市
は「
自
由
処
分
」、
つ
ま

り
発
注
時
に
具
体
的
な
搬

出
先
を
指
定
せ
ず
、
工
事

契
約
後
に
請
負
者
が
運
搬

経
路
を
示
し
、
受
入
れ
地

を
確
保
し
、
諸
法
令
に
合

理
的
な
対
処
で
あ
る
こ
と

を
市
が
確
認
し
て
処
理
を

す
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の

ほ
と
ん
ど
の
件
数
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、

関
係
す
る
取
扱
の
定
義
か

ら
判
断
す
れ
ば
、
自
由
処

分
で
は
な
く
、「
指
定
処
分
」

で
扱
わ
れ
る
区
分
で
あ
る
。

な
ぜ
、
自
由
処
分
と
し
て

扱
う
か
を
改
め
て
問
い
た

だ
し
、
市
域
で
の
土
砂
処

理
の
受
入
れ
に
お
け
る
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
環
境
の

問
県
の「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森

林
・
環
境
税
」に
つ
い
て
、

市
の
取
り
組
み
と
そ
の
成

果
は
。

答
地
域
の
生
活
環
境
の
保

全
、
未
利
用
材
の
利
用
促

進
、
木
材
へ
の
親
し
み
や

木
の
文
化
へ
の
理
解
な
ど

で
あ
る
。

問
次
期「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森

林
・
環
境
税
」に
対
す
る
市

の
考
え
は
。

答
こ
れ
ま
で
成
果
が
出
て

い
る
事
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
県
と
協
議
を
進
め
る
。

問
対
象
と
な
る
建
築
物
は

国
道
41
号
線
沿
い
に
ど
の

程
度
あ
る
の
か
。

答
県
と
市
で
連
携
し
て
調

査
し
た
結
果
11
件
。

問
診
断
後
の
耐
震
化
工
事

等
の
市
の
対
応
は
。

答
緊
急
輸
送
道
路
の
機
能

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

国
、
県
と
連
携
し
補
助
制

度
の
拡
充
を
行
い
所
有
者

に
積
極
的
に
働
き
か
け
た

い
。

問
平
成
27
年
６
月
議
会
で

質
問
し
た
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
経

過
は
。

答
県
で
は
来
年
度
か
ら
無

料
配
布
を
計
画
。
県
内
29

の
障
が
い
者
団
体
に
事
前

の
意
向
調
査
を
し
、
１
４
，

０
０
０
個
の
希
望
と
聞
い

て
い
る
。
市
も
積
極
的
に

協
力
し
配
布
を
し
た
い
。

高
山
城
跡
や
松
倉
城
跡

等
の
見
晴
ら
し
を
よ
く
し

て
桜
や
モ
ミ
ジ
を
植
え

よ
う

伐
採
し
て
、
郷
土
教
育
や

桜
・
も
み
じ
を
植
栽
し
て

今
後
の
観
光
名
所
に
な
る

観
光
特
区
に
で
き
な
い
か
。

答
高
山
城
跡
の
立
木
の
伐

採
や
植
栽
に
観
光
特
区
を

活
用
は
で
き
な
い
。
そ
の

他
特
区
に
よ
る
文
化
財
保

護
法
の
規
制
緩
和
は
慎
重

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

問
新
射
撃
場
の
規
模
と
今

後
の
予
定
と
安
全
性
は
。

答
新
射
撃
場
は
美
女
ヶ
池

付
近
５
１
，４
０
６
㎡
で
平

成
30
年
春
の
完
成
予
定
。

地
元
説
明
会
で
は
、
水
質
・

騒
音
・
水
芭
蕉
等
対
策
は

事
業
者
側
が
地
元
の
了
承

を
得
て
い
る
。

問
新
射
撃
場
の
今
後
の
支

援
体
制
は
。

答
周
辺
市
町
村
と
協
議
し

て
支
援
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

問
市
内
の
城
跡
の
現
状
や

都
市
計
画
な
ど
の
規
制
は

あ
る
の
か
。

答
県
の
調
査
報
告
書
で
は
、

総
数
で
56
か
所
。
県
指
定

が
高
山
城
跡
・
松
倉
城
跡

他
４
か
所
、
市
指
定
は
９

か
所
。

　

都
市
計
画
で
は
高
山
城

跡
・
松
倉
城
跡
が
風
致
地

区
に
な
っ
て
い
る
。
史
跡

や
風
致
地
区
で
の
立
木
の

伐
採
は
一
定
の
制
限
は
あ

る
が
、
松
倉
城
跡
で
は
平

成
26
年
度
眺
望
を
確
保
す

る
た
め
、
樹
木
の
伐
採
を

し
た
。

問
高
山
城
跡
は
立
木
が
多

く
、
城
下
町
が
見
下
ろ
せ

な
い
。
針
葉
樹
を
伐
採
し

て
、
桜
や
紅
葉
を
植
栽
で

き
な
い
か
？

答
史
跡
お
よ
び
周
知
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
難
し
い
。

問
市
内
全
城
跡
の
立
木
を

渡辺 甚一 議員

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・

環
境
税
」
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

今井 武男 議員

建
設
発
生
土
の
処
理
に

お
け
る
自
然
環
境
や
生

活
環
境
を
保
全
し
て
い
く

上
で
今
後
の
適
正
な
る

契
約
と
処
理
に
つ
い
て

変
化
へ
の
観
点
か
ら
、「
受

入
れ
費
用
」と「
整
地
に
要

す
る
費
用
」負
担
の
内
容
と

金
額
の
取
扱
い
を
現
場
に

見
合
う
適
正
仕
様
で
計
上

す
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
自
然
環
境
や

生
活
環
境
を
保
全
し
て
い

く
た
め
に
は
、
や
み
く
も

に
自
由
処
分
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
民
間
事
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
と
連
絡
協
議

を
推
進
し
、
入
念
に
管
理

さ
れ
る
受
入
れ
埋
立
地
の

利
用
な
ど
か
ら
、「
未
来
の

高
山
」へ
引
き
継
が
れ
る
資

源
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
姿

勢
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
工
事
契
約
変
更

の
基
本
的
な
事
項
か
ら
も

事
後
変
更
を
前
提
と
す
る

発
注
を
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

答
市
で
は
県
が
示
す
適
正

処
理
要
綱
を
参
酌
し
、
平

成
６
年
か
ら
現
在
ま
で
自

由
処
分
と
し
て
き
た
。

谷村 昭次 議員

公
共
工
事
に
よ
る
建
設

発
生
土（
残
土
）の
適
正

処
理
の
今
後
に
つ
い
て

ヘルプカード

緊
急
輸
送
道
路
の
避
難

路
沿
道
建
築
物
の
耐
震

診
断
の
義
務
化
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
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問
平
成
26
年
度
に
改
訂
さ

れ
た
県
の
宮
川
流
域
に
お

け
る
総
合
的
な
治
水
対
策

プ
ラ
ン
で
の
江
名
子
川
整

備
の
進
捗
状
況
は
。

答
20
〜
30
年
の
中
長
期
整

備
は
県
道
の
江
名
子
橋
付

近
か
ら
下
流
へ
宮
川
合
流

点
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
、

河
道
拡
幅
と
河
床
掘
削
が

実
施
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

ま
た
江
名
子
橋
上
流
付
近

に
お
い
て
調
節
池
の
整
備

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

問
10
年
の
短
期
整
備
は
宮

川
合
流
点
付
近
、
愛
宕
橋

下
流
、
荏
名
神
社
付
近
の

特
に
洪
水
被
害
が
大
き

か
っ
た
箇
所
の
河
床
掘
削

と
、
愛
宕
橋
下
流
に
お
い

て
は
一
部
河
道
拡
幅
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　

江
名
子
川
上
流
域
調
節

問
飛
驒
猟
友
会
が
建
設
す

る
射
撃
場
に
対
す
る
市
の

考
え
は
。

答
鳥
獣
被
害
防
止
と
市
民

の
安
全
確
保
の
た
め
捕
獲

技
術
向
上
や
後
継
者
育
成

な
ど
、
猟
友
会
充
実
に
必

要
な
施
設
で
あ
る
。

問
建
設
事
業
費
は
多
額
が

予
想
さ
れ
る
中
、
取
付
市

道
改
修
は
公
益
性
が
高
く
、

市
と
し
て
拡
幅
整
備
す
べ

き
で
は
？

答
開
発
区
域
の
取
付
市
道

は
事
業
者
が
実
施
し
、
後

は
市
で
管
理
す
る
。

問
国
道
三
六
一
号
か
ら
美

女
高
原
へ
の
最
短
道
路
と

し
て
二
年
前
、
市
道
改
良

要
望
書
が
関
係
者
多
数
で

市
に
提
出
さ
れ
た
。

　

将
来
射
撃
場
の
運
営
に

も
多
大
な
効
果
が
期
待
で

き
る
。
改
良
推
進
は
？

答
現
況
で
は
難
し
い
状
況

に
あ
る
。

問
待
望
の
上
ケ
洞
ト
ン
ネ

ル（
仮
称
）完
成
間
近
で
あ

る
供
用
開
始
は
何
時
か
。

又
、「
下
の
向
大
橋
」上
流

側
の
急
勾
配
・
急
曲
線
は

危
険
で
あ
る
。
中
之
宿
地

内
を
含
め
改
修
は
？

答
供
用
開
始
は
来
年
度
早

々
の
予
定
で
あ
る
。
来
年

度
中
之
宿
地
内
の
改
修
予

定
で
、
そ
の
後「
下
の
向
大

橋
」の
方
向
だ
。

問
南
部
ア
ク
セ
ス
道
路（
飛

驒
ふ
る
さ
と
ト
ン
ネ
ル
か

ら
朝
日
町
見
座
地
区
へ
）

は
、
農
道
完
了
当
時
か
ら

開
設
方
向
が
岐
阜
県
で
検

討
さ
れ
、
上
ケ
洞
ト
ン
ネ

ル
完
了
後
に
再
検
討
と
の

認
識
だ
。
市
と
し
て
県
に

要
請
を
求
め
る
。

答
県
と
協
議
す
る
。

市
民
生
活
の

　

安
心
と

　
　

利
便
性

　
　
　

を
求
め
て
！

木
材
で
10
階
建
て
ビ
ル

（
新
た
な
木
質
建
築
材

料
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
は
、
挽
き
板

を
繊
維
方
向
が
直
交
す
る

よ
う
に
積
層
接
着
し
た
大

型
面
材
、
用
途
や
要
求
強

度
に
応
じ
た
材
料
を
製
造

で
き
る
。「
木
の
塊
」と
も

言
え
る
建
築
材
料
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
カ
ナ
ダ
・
ア
メ

リ
カ
で
も
普
及
が
進
み
つ

つ
あ
る
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
鉄
か
ら
木
へ
」世
界
的
に

も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

問
高
山
市
の
93
％
近
く
が

山
林
。
森
林
資
源
豊
富
な

こ
の
地
方
が
、
中
山
間
地

域
に
活
力
を
呼
び
出
し
地

方
創
生
を
成
し
遂
げ
る
た

め
に
は
、
利
用
期
を
迎
え

て
い
る
人
工
林
な
ど
豊
か

な
森
林
資
源
を
活
用
し
、

林
業
を
再
生
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
の

普
及
は
、
木
造
の
中
大
規

模
建
築
を
実
現
し
都
市
部

な
ど
で
、
大
量
の
木
材
需

要
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
に

伴
う
雇
用
効
果
も
期
待
で

き
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
地
方
創
生

の
強
力
な
エ
ン
ジ
ン
と
し

て
、
注
目
度
が
高
ま
っ
て

い
る
。
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
る
か
。

答
住
宅
建
築
戸
数
が
低
迷

す
る
中
、
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
も
、
十
分
認
識
し
て
い

る
。
実
態
把
握
を
行
い
そ

の
動
向
を
注
視
す
る
。

江
名
子
川
治
水
プ
ラ
ン
は

住
民
の
安
心
・
安
全
と
景

観
保
全
の
２
本
立
て
で
！

池
整
備
計
画
は
今
後
、
地

質
調
査
実
施
と
聞
い
て
い

る
が
１
〜
２
年
内
の
調
査

開
始
と
考
え
て
良
い
か
。

答
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
が
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
。

問
児
童
数
、
蔵
書
数
、
市

中
心
か
ら
の
利
便
性
等
理

由
は
あ
ろ
う
が
全
校
配
置

が
望
ま
し
い
。
市
教
委
の

考
え
は
。

答
図
書
館
は
読
書
、
学
習
・

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

機
能
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
子
ど

も
が
図
書
館
指
導
員
に
悩

み
を
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
心
の
居
場
所
と
な
る

よ
う
環
境
を
整
え
た
い
。

図
書
館
指
導
員
の
全
校
配

置
を
検
討
中
で
あ
る
。

江
名
子
川
の

増
水
対
策
に
つ
い
て

学
校
図
書
司
書
に
つ
い
て

西田 　稔 議員

車戸 明良 議員

木造（ＣＬＴ）の18階建ビル

木本 新一 議員

射
撃
場
建
設
に
向
け
て

国
道
三
六
一
号
線
改
良

地
域
産
材
を
活
用
し
た

建
築
材
料
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交

集
成
板
）の
取
り
組
み
に

つ
い
て
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問
人
工
内
耳
者
へ
の
体
外

装
置
の
購
入
補
助
に
つ
い

て
ど
う
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
更
新
や
修
理
に
つ
い
て
、

日
常
生
活
用
具
の
対
象
と

す
る
か
検
討
を
進
め
て
い

る
。

問
魅
力
あ
る
作
品
を
作
る

作
家
が
多
く
育
っ
て
い
る
。

振
興
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
作
品
の
展
示
・
販
売
な

ど
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問
仮
称「
飛
驒
高
山
ク
ラ
フ

ト
フ
ェ
ア
」を
ま
ち
な
か
で

開
催
し
て
は
。

答
関
係
者
と
意
見
交
換
し

て
意
向
を
確
認
す
る
。

問
観
光
を
中
心
と
す
る
流

入
交
通
を
受
け
止
め
る
中

心
拠
点
が
今
後
整
備
が
予

定
さ
れ
る
駅
西
駐
車
場
。

市
内
各
駐
車
場
と
の
連
携

が
重
視
さ
れ
る
中
で
、
望

ま
し
い
規
模
で
の
整
備
は

で
き
る
の
か
、
又
そ
の
連

携
体
制
や
運
営
主
体
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答
駅
自
由
通
路
の
開
通

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
駅

西
駐
車
場
か
ら
東
の
観
光

エ
リ
ア
へ
の
流
れ
が
増
え

る
と
予
想
す
る
。
普
通
車

１
４
４
台
、
バ
ス
10
台
を

確
保
す
る
よ
う
整
備
を
進

め
る
。
運
営
主
体
に
つ
い

て
は
、
整
備
後
は
市
営
駐

車
場
と
し
て
管
理
す
る
予

定
。
匠
通
り
や
西
口
駅
前

広
場
、
平
成
29
年
度
に
完

何
が
課
題
か
を
分
析
し

た
上
で
、
政
策
展
開
で

き
て
い
る
の
か

問
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
率
が
下
が
っ
て
い
る
。

65
歳
に
な
っ
た
と
き
に
知

ら
せ
る
べ
き
で
は
。

答
き
め
細
か
な
周
知
に
努

め
て
い
く
。

問
民
間
事
業
者
の
温
水
プ

ー
ル
は
、
い
つ
で
き
る
の

か
。

答
今
年
の
秋
と
聞
い
て
い

る
。

問
医
療
行
為
を
必
要
と
す

る
障
が
い
児
者
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
可
能
に
な
る

の
か
。

答
現
在
あ
る
補
助
制
度
を

活
用
し
て
、
お
泊
り
デ
イ

（
シ
ョ
ー
ト
と
同
様
）が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊

べ
る
公
園
が
、
身
近
に
整

備
で
き
な
い
か
。

答
遊
び
や
す
い
公
園
整
備

に
心
掛
け
て
い
く
。

問
支
所
地
域
の
乳
幼
児
健

診
は
地
元
で
出
来
な
い
か
。

答
集
団
の
中
で
の
様
子
を

み
る
た
め
高
山
市
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
来
て
欲
し
い
。

問
バ
ス
に
乗
っ
て
遠
方
よ

り
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

困
難
さ
に
寄
り
添
う
姿
勢

が
な
い
。
せ
め
て
、
バ
ス

の
補
助
制
度
の
案
内
を
す

る
と
か
。
健
診
時
だ
け
で

も
無
料
に
す
る
と
か
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
受
診
し
や
す
く
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

問
奥
飛
驒
の
高
校
生
の
バ

ス
代
が
年
額
27
万
円
に
も

な
り
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
。
飛
驒
市
で
は
半

額
補
助
し
て
く
れ
る
ら
し

い
が
、
市
の
考
え
は
。

答
支
援
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
。

高
山
駅
西
口
地
区
整
備

の
方
向
性
と
交
通
政
策

及
び
交
流
施
設
に
つ
い
て

成
す
る
東
口
駅
前
広
場
の

管
理
等
も
合
わ
せ
、
ど
の

よ
う
な
維
持
管
理
の
方
法

が
適
切
な
の
か
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問
駅
西
口
整
備
の
中
で
、

交
流
施
設
整
備
の
問
題
は

と
ん
挫
し
て
い
る
。
今
後

適
正
規
模
で
の
施
設
整
備

は
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
駅
西
口
地
区

整
備
の
な
か
で
ど
う
位
置

づ
け
て
い
く
の
か
。

答
来
年
度
完
成
す
る
高
山

駅
周
辺
整
備
事
業
と
し
て

は
、交
流
セ
ン
タ
ー
と
い
っ

た
箱
モ
ノ
の
整
備
は
見
合

わ
せ
て
い
る
が
、
今
後
同

地
区
に
お
け
る
市
民
文
化

会
館
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
既
存
公
共
施
設
の

整
備
も
合
わ
せ
、ど
う
い
っ

た
整
備
が
必
要
な
の
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

中田 清介 議員

藤江 久子 議員

今
後
の
交
通
政
策
の
要

と
な
る
の
が
駅
西
口
地

区
整
備
で
は
な
い
か

移
住
・
定
住
に
繋
が
る

「
も
の
づ
く
り
」
へ
の
振

興
を

問
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る

急
病
が
増
加
し
て
い
る
。

将
来
の
需
要
予
測
と
体
制

確
保
は
。

答
若
干
の
増
加
又
は
横
ば

い
が
続
く
。
現
状
の
体
制

を
確
保
す
る
。

問
市
郊
外
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
施
設
が
極
め
て
少
な

い
こ
と
か
ら
、
公
民
館
等

の
一
時
避
難
所
に
設
置
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答
公
民
館
等
の
設
置
ニ
ー

ズ
は
増
加
し
て
い
る
。
災

害
時
も
考
慮
し
移
設
や
新

設
な
ど
設
置
基
準
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

問
24
時
間
利
用
が
可
能
な

コ
ン
ビ
ニ
へ
の
設
置
を
推

進
し
て
は
。

答
有
効
な
場
所
で
あ
る
こ

と
か
ら
設
置
の
あ
り
方
を

含
め
検
討
す
る
。

山腰 恵一 議員

ク
ラ
フ
ト
等
の
も
の
づ

く
り
へ
の
振
興
に
つ
い
て

市
民
意
見
交
換
会
の
中

か
ら
、
子
育
て
に
関
す

る
ご
意
見
に
つ
い
て

救
急
救
命
に
つ
い
て

人
工
内
耳
装
用
者
へ
の

補
助
に
つ
い
て
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問
本
庁
中
心
の
あ
り
方
に

は
限
界
が
あ
り
、
支
所
の

権
限
・
裁
量
枠
の
拡
大
が

必
要
で
は
。

答
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

問
支
所
業
務
や
組
織
の
見

直
し
の
な
か
で
、
中
心
連

携
拠
点
的
な
支
所
の
設
置

も
検
討
が
必
要
で
は
。

答
今
後
は
そ
う
い
う
検
討

も
必
要
と
考
え
る
。

問
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
。

答
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
な
ど
で

公
園
整
備
を
望
む
声
は
多

い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
新
し
い
公
園
整
備
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

答
将
来
世
代
へ
の
負
担
を

考
え
利
用
予
測
や
管
理
費

用
な
ど
の
議
論
が
必
要
。

問「
住
民
一
人
当
た
り
の
公

園
面
積
10
㎡
」と
い
う
目
標

は
、「
人
口
割
り
」で
は
な

く「
面
積
割
り
」「
ブ
ロ
ッ

ク
割
り
」と
す
べ
き
で
は
。

答
小
学
校
区
単
位
と
い
う

よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
割
り
に

つ
い
て
の
検
討
は
必
要
と

考
え
る
。

問
機
械
設
置
工
事
に
お
い

て
大
手
メ
ー
カ
ー
の
独
壇

場
と
な
る
部
分
を
も
っ
と

透
明
化
す
べ
き
で
は
。

答
契
約
の
基
本
と
な
る
施

工
体
制
や
金
額
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
の
適
正
化
に
努

め
た
い
。

問
今
後
を
見
据
え
、
専
門

家
や
機
関
に
中
立
的
な
立

場
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
る
べ
き
で
は
。

答
不
断
の
見
直
し
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
適
正
化
に
取

り
組
み
た
い
。

問
消
防
団
員
確
保
の
現
状

は
。
若
者
の
入
団
促
進
に

新
た
な
取
り
組
み
を
。

答
定
員
２
，１
０
０
人
に
対

し
１
，８
８
０
人
。
若
者
は

も
ち
ろ
ん
、
新
た
に
消
防

団
活
動
に
理
解
を
図
り
、

入
団
説
明
会
を
開
催
し
団

員
確
保
に
取
り
組
む
。

問
災
害
対
応
や
行
方
不
明

者
捜
索
な
ど
広
範
囲
な
活

動
を
高
め
、
早
急
な
救
助

活
動
が
で
き
る
よ
う
簡
易

デ
ジ
タ
ル
無
線
携
帯
型
の

器
数
増
加
を
。

答
情
報
伝
達
手
段
が
必
要

な
災
害
対
応
に
は
簡
易
デ

ジ
タ
ル
無
線
携
帯
型
の
器

数
増
加
を
図
る
。

問
荘
川
町
・
一
之
宮
町
の

小
学
校
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
は
地
域
住
民
と
合
同

で
、
郷
土
を
愛
す
る
心
で

地
域
の
伝
統
行
事
に
貢
献

早
生
樹
植
林
・「
セ
ン
ダ

ン
」で
地
域
お
こ
し
を
！

問「
早
生
樹
」を
里
山
に
植

え
る
試
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
セ
ン
ダ
ン
は
植
林
後
、

10
〜
20
年
で
十
分
で
あ
る
。

材
質
は
堅
く
、
内
装
材
や

家
具
材
に
も
向
く
。
多
様

な
国
内
重
要
に
応
え
ら
れ

る
と
同
時
に
、
地
域
お
こ

し
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

答
早
生
広
葉
樹「
セ
ン
ダ

ン
」は
木
材
・
林
業
関
連
の

研
究
者
・
企
業
は
も
ち
ろ

ん
、
林
野
庁
や
各
都
道
府

県
か
ら
も
熱
い
視
線
を
浴

び
、
全
国
で
試
験
植
樹
が

行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し

て
の
活
用
が
高
山
市
森
づ

く
り
委
員
会
に
お
い
て
意

見
が
出
て
い
る
。
早
生
樹

種
を
含
め
短
い
年
数
で
収

穫
す
る
木
材
生
産
林
の
手

法
の
研
究
を
進
め
る
。

問
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

た
め
の｢

健
康
づ
く
り｣

の

重
要
性
と
市
民
の
健
康
を

守
る｢

医
療｣

へ
の
需
要
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
。

理
念
の
共
有
に
よ
り
、
健

康
づ
く
り
と
地
域
医
療
を

守
る
取
り
組
み
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
た
め
条
例
の

制
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答「
健
康
は
自
ら
つ
く
る
」

｢
地
域
が
医
療
を
守
る｣

と

い
っ
た
理
念
を
市
民
と
共

有
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
市
民

の
健
康
の
維
持
増
進
や
地

域
医
療
の
確
保
に
対
す
る

意
識
の
醸
成
を
進
め
る
中

で
研
究
し
て
い
く
。

早
生
樹
植
林
に
よ
る
林

業
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

松山 篤夫 議員

安
全
対
策
向
上
に
向
け

て
消
防
団
員
の
確
保
と

整
備
の
拡
充
を

学
校
ト
イ
レ
の
整
備
を

谷澤 政司 議員

す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

全
市
的
に
同
じ
教
育
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
を
拡
充
す
る
考

え
は
。

答「
郷
土
に
根
ざ
し
た
心
に

残
る
教
育
の
創
造
」の
方
針

の
も
と
、
学
校
教
育
に
地

域
の
方
に
参
画
し
て
も
ら

い
、
郷
土
教
育
を
連
携
し

て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
子
供
た
ち
が
支
障
な
く

学
校
生
活
が
出
来
る
こ
と

と
、
地
域
住
民
の
災
害
避

難
所
と
し
て
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
か
ら
、
ト
イ
レ
和

式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
に

更
新
整
備
の
考
え
は
。

答
学
校
の
改
修
に
併
せ
て

ト
イ
レ
洋
式
便
器
化
を
図

り
、
安
全
で
快
適
な
学
校

施
設
の
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

支
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
本
質
的
な
議
論
を
！

中筬 博之 議員

大
型
公
共
事
業
の
透
明
性

支
所
の
あ
り
方

身
近
な
公
園
の
整
備

「
健
康
づ
く
り
及
び
地
域

医
療
の
確
保
に
関
す
る

基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」（
仮
称
）

子
供
が
地
域
に
貢
献
!!
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◎
飛
驒
子
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー

「
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
と

は
」

　

岐
阜
県
の
機
関
で
あ
り
、

県
５
圏
域
ご
と
に
１
か
所

設
置
さ
れ
て
お
り
、
飛
驒

地
域
は
15
人
の
職
員
に
よ

り
、
高
山
市
・
飛
驒
市
・

下
呂
市
・
白
川
村
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

機
能
：
父
ま
た
は
母
な
ど

保
護
者
の
家
出
、
失
踪
、

死
亡
、
離
婚
、
入
院
、
稼

働
お
よ
び
服
役
等
に
よ
る

養
育
困
難
児
、
棄
児
、
迷

子
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど

も
、
親
権
を
喪
失
し
た
親

の
子
、
後
見
人
を
も
た
な

い
児
童
等
環
境
的
問
題
を

有
す
る
子
ど
も
、
養
子
縁

組
に
関
す
る
相
談
に
加
え
、

障
が
い
に
関
す
る
相
談
、

不
登
校
や
育
児
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
広
域
に
加
え
、

幅
広
い
相
談
業
務
を
担
っ

て
い
る
。

「
高
山
市
の
虐
待
の
傾
向
」

現
況
：
虐
待
の
通
報
数
は

多
く
、
平
成
27
年
度
に
お

い
て
８
３
５
件
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
数
は
学

校
の
１
ク
ラ
ス
に
一
人
の

割
合
で
あ
る
。
特
に
重
度

に
な
る
前
の
性
格
行
動（
反

抗
・
友
達
と
遊
べ
な
い
・

家
庭
内
暴
力
な
ど
）の
段
階

で
の
通
報
が
あ
る
。
通
報

数
が
多
い
の
は
、
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、

発
見
率
が
高
い
た
め
と
の

こ
と
。

　

ま
た
同
じ
く
、
ネ
グ
レ

ク
ト（
育
児
の
放
棄
：
同
じ

服
を
い
つ
も
着
て
い
る
、

御
飯
を
食
べ
さ
せ
て
い
な

い
等
）の
通
報
も
多
い
。
こ

れ
ら
の
解
決
策
と
し
て
は

「
子
育
て
を
孤
立
化
さ
せ
な

い
こ
と
」「
大
人
皆
で
手
を

か
け
、
愛
情
を
注
い
で
い

く
こ
と
」と
話
さ
れ
た
。

　

昼
夜
を
問
わ
な
い
活
動

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、
１
ケ
ー
ス
に
１
年

間
で
４
０
０
回
も
通
う
こ

と
も
あ
り
、
ケ
ー
ス
の
数

だ
け
で
は
多
忙
さ
は
判
断

で
き
な
い
と
も
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
は

「
逆
送
致
」（
市
か
ら
県
へ

と
流
れ
て
い
た
相
談
ケ
ー

ス
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は

市
に
返
さ
れ
る
こ
と
）が
始

ま
る
と
の
こ
と
。
ま
す
ま

す
市
の
責
務
、
覚
悟
を
決

め
る
必
要
を
感
じ
た
。

◎
児
童
養
護
施
設
・
夕
陽
ヶ

丘
「
児
童
養
護
施
設
と
は
」

　

何
ら
か
の
事
情
で
養
育

を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
の
い
な
い

子
ど
も
た
ち
、
そ
の
他
環

境
上
養
護
を
要
す
る
子
ど

も
た
ち
が
入
所
し
て
い
る
。

県
か
ら
委
託
を
受
け
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

課
題

•
住
居
に
つ
い
て

　

18
歳
ま
で
入
所
し
て
い

ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
行

き
場
が
な
い
。
貧
困
と
隣

り
合
わ
せ
の
こ
と
が
多
く
、

就
職
し
て
も
住
居
の
確
保

が
難
し
い
。
企
業
が
社
宅

等
を
用
意
し
て
く
れ
る
と
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
と
い

う
。

•
教
育
費
に
つ
い
て

　

給
付
型
の
奨
学
金
が
あ

る
と
あ
り
が
た
い
。
大
学

を
中
退
し
て
し
ま
う
と
、

お
金
を
返
せ
な
く
な
り
苦

労
す
る
。
国
の
給
付
制
度

も
あ
る
が
、
虐
待
等
で
傷

つ
い
た
子
は
、
５
年
間
勤

務
す
る
と
い
う
条
件
を
な

か
な
か
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
ハ
ー
ド
ル

を
低
く
し
て
欲
し
い
。

　

施
設
で
は
親
の
ケ
ア
も

含
め
、
多
く
の
愛
情
を
注

が
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

◎
ひ
だ
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー「
ぱ
す
て
る
」

　

飛
驒
子
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー
を
補
完
す
る
施
設
と

し
て
も
期
待
さ
れ
、
昨
年

６
月
に
開
設
さ
れ
た
。
児

童
養
護
施
設
に
併
設
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
夜
泣
き
や
ミ
ル
ク
を

飲
ま
な
い
な
ど
、
子
育
て

の
不
安
な
ど
の
相
談
、
言

葉
の
遅
れ
や
落
ち
着
き
が

　

総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
た
め
、
市
の

責
務
を
明
確
に
す
る「
子
ど

も
条
例（
仮
称
）」を
制
定
す

る
よ
う
提
言
の
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
中
で
、
現
況
と
課
題

を
調
査
研
究
す
る
た
め「
飛

驒
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
」

「
児
童
養
護
施
設
夕
陽
ヶ

丘
」「
ひ
だ
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る
」と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

な
い
な
ど
発
達
の
こ
と
や
、

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
な

ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
多

く
の
相
談
に
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、「
で
あ
い
塾
」

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
の『
居
場
所
』づ
く

り
も
し
て
い
る
。

課
題
：
子
ど
も
た
ち
を
施

設
で
は
な
く
、
養
子
縁
組

な
ど
に
よ
り
、
家
庭
的
な

愛
情
を
感
じ
ら
れ
る
環
境

で
育
て
る
の
が
理
想
だ
が
、

受
け
皿
が
少
な
い
と
話
さ

れ
た
。

◎
ま
と
め

　

総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、

こ
の
後
も
情
報
収
集
や
意

見
交
換
会
を
行
な
い
、
年

度
末
に
は「
子
ど
も
条
例

（
仮
称
）」制
定
の
提
言
に
結

び
つ
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

総務厚生委員会

飛驒子ども相談センター

児童擁護施設　夕陽ヶ丘

ひだ子ども家庭支援センター　ぱすてる
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分
野
別
市
民
意
見
交
換
会



の
場
合
は
、
応
募
が
あ
っ

た
そ
の
時
点
で
選
考
の
手

続
き
を
行
う
も
の
。

◎
委
員
会
で
の
意
見

•
募
集
期
間
を
延
長
し
て

も
、
応
募
者
を
募
れ
る

の
か
。

•
物
件
管
理
の
メ
リ
ッ
ト

が
必
要
で
は
な
い
か
。

等
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
湯
大
滝
公
園
に
つ
い

て
、
施
設
の
あ
り
方
の
見

直
し
を
行
う
た
め
、
次
年

度
の
運
営
方
針
を
報
告
さ

れ
た
も
の
で
、
利
用
の
減

少
傾
向
に
伴
い
、
一
時
的

に
指
定
管
理
を
取
り
や
め
、

市
に
よ
る
直
営
管
理
を
行

う
も
の
。

◎
委
員
会
で
の
意
見

•
近
年
の
利
用
状
況
と
市

の
直
営
に
至
る
背
景
。

•
周
辺
施
設
や
地
元
事
業

者
と
の
機
能
的
連
携
や

相
乗
効
果
を
も
た
ら
す

共
存
、
地
域
振
興
を
見

据
え
た
、
今
後
の
運
営

方
針
。

な
ど
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
と
向
き
合
う
機

会
と
場
面
の
確
保
と
、
き

め
細
や
か
な
支
援
が
充
実

し
た
教
育
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
現
在
の
３
学
期

制
か
ら
２
学
期
制
へ
の
学

期
の
見
直
し
を
協
議
さ
れ

た
も
の
。

◎
委
員
会
で
の
意
見

•
導
入
に
至
る
検
討
の
経

緯
や
背
景
。

•
案
件
の
重
要
性
や
市
民

参
加
条
例
等
を
踏
ま
え

た
保
護
者
や
生
徒
、
教

職
員
と
の
意
見
交
換
の

有
無
。

•
目
的
に
対
す
る
最
良
の

制
度
と
す
る
根
拠
や
そ

れ
ら
の
比
較
対
象
や
課

題
の
検
証
の
経
緯
。

•
性
急
な
導
入
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
。

　

多
く
の
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
明
確

な
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
し
、
協
議
を
継
続
の

上
、
そ
れ
ら
の
回
答
を
求

め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
市
か
ら
の
回

答
書
や
、
他
市
の
現
況
調

査
な
ど
を
踏
ま
え
、
委
員

会
と
し
て
の
考
え
を
示
す

予
定
で
す
。（
１
／
20
現
在
）

　

４
月
20
日
に
当
委
員
会

に
報
告
が
な
さ
れ
て
以
降
、

検
討
会
議
や
市
民
意
見
募

集
等
で
検
討
さ
れ
て
き
た
、

高
山
市
平
和
都
市
宣
言
の

内
容
等
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
た
も
の
。

◎
委
員
会
で
の
意
見

•
検
討
会
議
や
市
民
意
見

募
集
に
よ
る
意
見
や
、

検
討
状
況
は
。

•
今
後
の
周
知
・
活
用
方

法
は
。

な
ど
の
議
論
が
あ
り
ま
し

た
。

•
小
・
中
学
校
の
適
正
配

置
と
学
校
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
な
ど
の
調

　

新
穂
高
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
に
つ
い
て
、
前
回

募
集
期
間
中
に
応
募
が
無

か
っ
た
た
め
、
再
度
、
全

国
公
募
を
行
う
も
の
で
、

平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
10
月
10
日
を
募

集
期
間
と
す
る
旨
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
１
月
10
日
ま
で

に
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は

１
月
10
日
に
、
そ
れ
以
降

査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
概
要

　

平
成
28
年
５
月
現
在
の

市
内
小
学
校
児
童
数
は
約

４
，８
０
０
人
、
中
学
校
生

徒
数
が
２
，７
０
０
人
で
、

10
年
前
と
比
べ
て
、
約
１
，

０
０
０
人
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
児
童
生
徒

数
の
減
少
へ
の
対
応
と
し

て
、
学
校
の
統
廃
合（
支
所

地
域
）や
小
中
連
携
教
育
・

一
貫
教
育
の
推
進
や
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
事
業
展

開
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
中
に
は
、
支
所

地
域
で
は
、「
高
山
市
型
学

校
運
営
協
議
会
」を
設
置
す

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

高
山
地
域
で
も
、
今
後
、

合
意
形
成
が
整
い
次
第
、

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
の
地
域
別
市
民
意

見
交
換
会
で
も
校
区
に
つ

い
て
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
様
々
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
て
も
、
地

域
に
お
け
る
学
校
教
育
の

あ
り
方
等
、
引
き
続
き
調

査
・
研
究
を
す
す
め
ま
す
。

文教産業委員会

新穂高センター

委員会の様子
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指
定
管
理
者
の
募
集

（
新
穂
高
セ
ン
タ
ー
）
に

つ
い
て

11
月
21
日（
報
告
事
項
）

平
湯
大
滝
公
園
の
あ
り

方
に
つ
い
て

11
月
21
日（
報
告
事
項
）

高
山
市
小
中
学
校
の
学

期
の
見
直
し
に
つ
い
て

12
月
16
日（
協
議
事
項
）

高
山
市
平
和
都
市
宣
言

の
つ
い
て

12
月
16
日（
協
議
事
項
）

調
査
事
項



•
伝
建
地
区
に
特
化
し
た

基
準
の
新
設

•
屋
上
広
告
物
を
設
置
で

き
な
い
区
域
の
拡
大

○

色
彩

•「
原
色
」の
定
義
の
明
確

化（マ
ン
セ
ル
値
に
よ
る
色

相
・
明
度
・
彩
度
の
数

値
化
）

•
市
内
全
域
に
お
け
る
色

彩
基
準
の
強
化

○

特
殊
な
広
告
物

•
電
光
表
示
板
、
商
品
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
掲
出
基

準
の
設
定

②
建
築
物

　

宮
川
沿
い
眺
望
景
観
向

上
の
た
め
の
色
彩
基
準
の

強
化

◎
委
員
会
の
考
え

　

日
本
遺
産
登
録
や
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

な
ど
に
伴
い
、
景
観
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
お

り
、
基
準
の
強
化
や
新
た

な
基
準
の
設
定
に
つ
い
て

は
評
価
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
見
守
り
・
監
視
な

ど
行
政
の
努
力
に
期
待
し

ま
す
。

　

見
直
し
に
伴
い
既
存
不

適
格
と
な
る
案
件
に
つ
い

て
は
、
理
解
や
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
市
民
や
関
係

者
に
十
分
配
慮
し
た
上
で

適
切
な
指
導
と
と
も
に
時

限
的
な
補
助
の
特
例
措
置

な
ど
も
検
討
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

　

な
お
、
景
観
重
点
区
域

の
指
定
に
お
い
て
、
特
に

高
山
陣
屋
周
辺
に
つ
い
て

は
、
伝
建
地
区
と
同
等
レ

ベ
ル
の
取
り
扱
い
を
強
く

求
め
る
。

◎
見
直
し
内
容

①
耐
震
診
断
義
務
化
建
築

物
の
指
定

•
県
指
定
防
災
拠
点
施
設

•
倒
壊
時
に
緊
急
輸
送
道

路
を
ふ
さ
ぐ
恐
れ
の
あ

る
建
物（
国
道
41
号
線
沿

線
）：
11
件

②
住
宅
耐
震
化
緊
急
促
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定

•
緊
急
に
耐
震
化
促
進
を

図
る
区
域
の
指
定
と
戸

別
訪
問
の
実
施

（
防
火
地
域
・
準
防
火
地

域
）

③
地
震
予
測
・
耐
震
化
状

況（
住
宅
・
特
定
建
築
物
）・

市
有
施
設
の
耐
震
化
状
況

等
の
更
新

④
耐
震
化
率
の
目
標
値
の

設
定

•
耐
震
化
促
進
の
た
め
の

支
援
制
度
拡
充
の
検
討

◎
委
員
会
の
考
え

　

ま
ず
、
耐
震
改
修
が
進

ま
な
い
要
因
や
課
題
な
ど
、

現
計
画
に
対
す
る
検
証
が

必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
手
続
き

の
改
善
や
支
援
策
の
拡
充

な
ど
目
標
値
の
達
成
へ
向

け
た
実
効
性
あ
る
施
策
を

展
開
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

◎
今
後
の
予
定

　

平
成
29
年
１
月
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
３
月
に
計
画
の
策
定
・

公
表
の
予
定
。

◎
基
準
設
定
の
目
的

　

生
活
環
境
や
美
し
い
景

観
の
維
持
保
全
を
図
り
な

が
ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
を
促
進
す
る
た
め
に
、

設
置
基
準
を
明
確
化
し
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
。

◎
基
準
内
容

①
区
域
の
設
定

•
法
的
に
設
置
で
き
な
い

「
禁
止
区
域
」

•
設
置
が
望
ま
し
く
な
い

区
域
の
設
定（
抑
制
区

域
）

•
設
置
に
配
慮
を
要
す
る

区
域（
配
慮
区
域
）

②
届
出
対
象
事
業
の
追
加

　
「
高
山
市
美
し
い
景
観
と

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

条
例
」に
基
づ
く
届
出

•
野
立
て
の
太
陽
光
発
電

事
業（
除
10
ｋ
ｗ
未
満
）

•
伝
建
地
区
・
市
街
地
景

観
保
存
区
域
内
に
お
け

る
屋
根
上
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置

③
設
置
基
準
の
策
定

•
防
災
・
治
水
対
策

•
景
観
へ
の
配
慮（
色
彩
・

形
態
意
匠
・
低
反
射
等
）

•
緑
化
・
植
栽
帯

•
生
活
環
境
の
保
全（
反
射

光
の
影
響
調
査
・
住
民

説
明
会
の
義
務
づ
け
）

•
管
理
者
の
明
記

◎
委
員
会
の
考
え

　

自
然
環
境
や
生
活
環
境
、

景
観
へ
の
影
響
を
懸
念
す

る
市
民
か
ら
の
声
を
受
け

止
め
、
区
域
の
指
定
や
設

置
基
準
を
定
め
る
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
遅
き
に
失

し
た
感
は
否
め
な
い
。

　

市
民
や
事
業
者
へ
の
周

知
に
つ
と
め
、
抑
止
力
な

ど
実
効
性
の
確
保
や
既
存

施
設
の
現
状
把
握
・
指
導

な
ど
市
の
方
針
の
明
確
化
、

今
後
の
区
域
拡
大
な
ど
に

つ
い
て
も
後
付
け
と
な
ら

な
い
よ
う
積
極
的
に
議
論

す
べ
き
と
考
え
る
。

◎
今
後
の
予
定

　

平
成
29
年
１
月
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
そ
の
後
市
民
や
事
業

者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、

４
月
か
ら
新
基
準
の
適
用

予
定
。

◎
見
直
し
理
由

　

計
画
策
定
か
ら
10
年
が

経
過
し
、
現
行
基
準
の
妥

当
性
等
に
課
題
が
あ
る
た

め
、
基
準
の
強
化
や
明
確

化
、
新
た
な
基
準
の
設
定

な
ど
を
行
う
も
の
。

◎
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

①
屋
外
広
告
物

○

サ
イ
ズ
・
個
数

•
種
類
に
応
じ
た
面
積
限

度
や
壁
面
あ
た
り
の
個

数
制
限
の
設
定

基盤環境委員会
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景
観
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て

11
月
22
日（
協
議
事
項
）

耐
震
改
修
促
進
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

12
月
19
日（
協
議
事
項
）

太
陽
光
発
電
施
設
等
の

設
置
に
係
る
基
準
の
設

定
に
つ
い
て

12
月
19
日（
協
議
事
項
）



い
っ
た
ご
意
見
の
一
方
、

「
市
民
の
意
見
を
聞
き
た
い

の
か
、
議
会
が
お
知
ら
せ

を
し
た
い
の
か
開
催
目
的

が
は
っ
き
り
し
な
い
」、「
参

加
人
数
が
少
な
い
の
で
は
」

と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
と
し
て
は
、

今
後
、
意
見
交
換
会
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
性
や
議
会
の
考
え
や
、

市
側
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
な
ど
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
そ
の
も
の
も
含
め
、

今
後
よ
り
良
い
意
見
交
換

会
に
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
ご
意
見

の
一
部
に
つ
い
て
議
会
の

考
え
方
も
合
わ
せ
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

（
次
の
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

11
月
７
日
か
ら
11
月
24

日
の
間
、
21
か
所
で
地
域

別
市
民
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
、
延
べ
３
８
６
人
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
と

違
い
、
子
育
て
中
の
方
々

（
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保

育
園
、
幼
稚
園
の
保
護
者
）

へ
の
呼
び
か
け
を
行
う
と

と
も
に
、
一
部
で
は
あ
り

ま
す
が
、
昼
間
に
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に

よ
っ
て
は
、
参
加
さ
れ
た

全
員
の
方
か
ら
一
言
ず
つ

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
で
、
８
回
目
（
７

年
間
）
と
な
っ
た
地
域
別

市
民
意
見
交
換
会
で
は
、

「
議
員
の
生
の
声
が
聞
け
て

よ
か
っ
た
」、「
今
後
も
継

続
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

参加者の性別

平成２８年度 地域別市民意見交換会アンケート結果

参加者の年代

参加された理由

参加された感想

男性  77％

女性  11％

無回答  12％

30代  3％

40代  14％

50代  27％
60代  38％

70代以上  14％

無回答  4％

無回答  9％

その他  17％

意見がある
  14％

興味がある
  60％

無回答  21％
良かった
  42％

普通  36％

良くなかった
  1％
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た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
別
市
民
意
見
交
換
会

地
域
別
市
民
意
見
交
換
会

市
内
市
内
2121
か
所
で
開
催

か
所
で
開
催



　地域別意見交換会でいただいたご意見のうち、現時点で担当する委員会の考えは次のとおりです。
　特に、スタートして２年目となる協働のまちづくりについては、活動などが進められているなかで、多
くのご意見をいただきました。担当する文教産業委員会を中心に調査・研究を進めていますが、議員全員
で情報を共有する中で今後課題解決に向けた提言を行う予定です。
　また、いただいたご意見は市政全般にわたるため、下記のように委員会として取り組むもののほか、内
容により市の担当部局に伝え対応を求めていきます。
委
員
会
テーマ 市民からの主なご意見 現時点での議会の考え方

総
務
厚
生
委
員
会

子育て支
援

　少子化対策として、子どもを生み育て
やすい環境づくりをして欲しい。
•子どもが安心して遊べる公園の整備
等、子育て環境の整備を
•支所地域の乳幼児健診のあり方を、出
張受診等により改善を
•子どもの貧困対策として、学校給食費
への補助制度等の創設を
•子どもの悩み相談への支援の充実を

　子育て支援は、人口減少対策でもあり、高山市の
みならず日本が抱える最重要課題です。
　これらの課題について、積極的に取り組んでいき
ます。公園の整備については、地域の保育園の活用
や、公園の子どもにやさしい改修を。乳幼児健診の
あり方については、医師の確保や移動への支援等を。
また、貧困対策については、給食費の助成など経済
的支援策の検討を。更に、相談支援の充実について
は、保健・福祉・教育が一体となって支援できるよ
うな体制強化について調査・研究を進めます。

高齢者福
祉

　高齢化が益々進行していく中で、歳を
とっても安心して暮らせるまちづくりを
して欲しい。
•買い物・移動・雪おろし・災害時など、
地域で支え合う社会の構築を
•高齢者の交通事故防止策を
•元気な高齢者が活躍できる場の確保を
•訪問診療・介護体制の確立を

　市の高齢化率は 30.8％であり、高齢化が進んでい
る地域です。高齢者がいつまでも元気でいること、
いきいき暮らせることが求められています。
　そのためにも、地域医療の確保や介護予防（健康
教室の推進や社会参加の促進、食の確保等）に力を
入れるとともに、高齢者の働く場や社会参加の場の
確保、各種団体や企業等による見守り支援体制の確
立など、将来を見据えた必要な対策について調査・
研究を進めます。

新火葬場
建設

　早期建設に向け、候補地等の方向性を
早急に示すべきである。

　市は、これまでの選考方法等を白紙撤回し、新た
に新火葬場建設検討委員会を設置し、基本構想や候
補地案等の検討を進めています。
　これまでも段階ごとに市と協議等を行い、市民の
皆様に広報等を通じ報告してきました。
　議会としても、市民の十分な理解を得て早急な整
備を行うよう引き続き調査・研究を進めます。

行財政 　限られた財源や積立金を地域活性化に
つながるよう有効に活用してほしい。

　限られた財源の有効活用と財源確保に向けて、積
立基金を活用した施策展開を進めることなどについ
て政策提言しており、取り組みが進むよう今後も注
視していきます。

人口減少 •結婚しない男女が増加していることへ
の対策が必要である。
•まちなかの過疎化防止と限界集落対策
として複数世帯同居の促進で地域の過
疎化を防ぐべきである。

　結婚については、本人や親など個人の思いが前面
に出されることから、多くの方が必要とする施策に
ついて調査・研究を進めます。
　家族のあり方や三世代同居の利点などを踏まえ、
多世代同居の促進策について調査・研究を進めます。

文
教
産
業
委
員
会

協働のま
ちづくり

•協働のまちづくりにおける地域・市民・
行政・町内会などの役割と位置付けが
よくわからない。
•支援金が繰り越せないなど使いにく
い。地域の環境整備の順位付けの対応
が負担であり無理がある。
•高山地域は地区社教活動から脱却でき
ない。専門知識のあるアドバイザーな
どの人的支援の充実を求める。

　平成27年、28年といただいた意見を踏まえ、先
進市などの調査を進めるなかで、協働のまちづくり
の市民の理解と意識醸成、条例制定による目的や役
割の明確化、行政内部における体制づくり、人的・
財政的支援のあり方、地域要望の対応などの課題に
ついて、年度内には意見をまとめて市に提言したい
と考えています。
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委
員
会
テーマ 市民からの主なご意見 現時点での議会の考え方

文
教
産
業
委
員
会

移住
定住
雇用
産業支援

•働く場所がない。（若者の雇用の場の
確保が課題）

•高山市には規模が小さい企業や個人経
営が多く、後継者のなり手がいない。
支援の充実を
　（伝統工芸についても同様、後継者が
自立できるまでの何かよい支援策はな
いか）

　課題としてとらえており、これまでも「何で稼ぎ」
「どう雇用の場を創出していくのか」を明らかにする
ような取り組みを行うよう政策提言していますが、
実効性のある取り組みを進めることができるよう引
き続き調査・研究を進めます。

観光 •観光客の増加は、長く続くのか懸念が
ある。
•地域の特色ある財産を活かした観光メ
ニューをＰＲしてほしい。
•外国人観光客に対する配慮（地域・宗
教）が足りているか。

　観光については、行政・民間ともに不断の努力が
なされ、先進的な取り組みを行われており、表彰を
受けるなど高く評価されています。
　その中で、これまでも、中長期的な視点に立った
観光振興ビジョン（仮称）の策定について提言してい
ますが、新たな価値観による体験型観光などのニー
ズや外国人観光客への配慮など、ソフト面での更な
る支援も含めて調査・研究を進めます。

スポーツ •こどもの育成を考え、スポーツ施設の
整備・充実が必要ではないか。

　子どもの育成だけでなく、市民の健康維持やコン
ベンション・スポーツ観光といった視点からも、20
年後、30年後も活用できるような施設を総合的に
構想するよう提案したいと考えています。

教育 •児童減少による学校の統廃合はあるの
か。
•小中一貫教育は、意義のある教育と感
じている。

　地域における学校教育のあり方、小中一貫教育、
中高連携等について、課題として捉えており、引き
続き調査・研究を進めます。

基
盤
環
境
委
員
会

空き家 •管理されていない空き家は、美観を損
なうだけでなく、防火防犯の視点でも
対応をお願いしたい。
•危険な空き家について、事故が起こる
前に対策をお願いしたい。

　先進市の視察を行うなど調査・研究を進めていま
す。
　市は、平成28年に現地調査を行い市内における
空き家を 2,238戸と把握し、所有者等へのアンケー
ト調査を実施しています。そのうえで、関係機関の
代表者からなる高山市空家等対策協議会において、
「空家等対策計画」を策定すべく議論が進められてお
り、その素案が示された段階で市民意見が反映でき
るよう取り組みます。

ごみ処理 •新ごみ処理施設の建設については、地
域住民の不安、行政の十分な対応を求
める声が寄せられました。

　行政には地域住民に十分な説明を行うよう、指摘
しています。
　新ごみ処理施設については数年間にわたる議論を
踏まえ、市として判断するタイミングに来ており、
地域の皆さんのご意見を踏まえ慎重に議論していき
ます。

公共交通
渋滞解消

•高齢者の通院や買い物、高校生の通学
の足として、路線の見直しや増便など
公共交通の利便性を高めてほしい。
•バス停の位置、屋根やベンチのないバ
ス停を使いやすく整備してほしい。
•伝建地区周辺の観光バス増加による混
雑を解消して欲しい。

　これまでも先進市の視察など調査・研究に取り組
んでいますが、公共交通活性化協議会での議論を踏
まえ、市民の利便性向上の方策について政策提言で
きるようさらに調査・研究を進めます。
　下町での社会実験や交通誘導による迂回・分散化
など、渋滞対策について調査・研究を進めます。

除雪 •高齢化が進む中、除雪には配慮をして
もらいたい。
•決められた時間までに除雪してもらい
たい。

　市道除雪の方針・除雪体制の維持などの課題を認
識しており、除雪業者の現状も踏まえてよりよい除
雪のあり方について調査・研究を進めます。
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に
な
り
ま
す
。

　

政
治
の
具
体
的
な
役
割

の
一
つ
は
、
お
金
の
集
め

方
や
使
い
方
を
決
定
す
る

こ
と
で
す
。
地
域
住
民
な

ど
か
ら
ど
の
よ
う
に
税
金

な
ど
を
集
め
、
そ
の
集
め

ら
れ
た
税
金
な
ど
を
ど
の

よ
う
に
使
う
か
を
決
定
す

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
決

定
す
る
た
め
に
皆
で
話
し

合
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
お
金
の
使
い

道
な
ど
は
人
に
よ
っ
て
意

見
が
異
な
る
こ
と
や
、
意

見
が
分
か
れ
た
場
合
は
、

一
般
的
に
は
多
数
決
を
用

い
る
た
め
、
全
て
自
分
の

希
望
す
る
結
果
に
な
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

決
定
す
る
ま
で
に
議
論
を

尽
く
す
こ
と
で
す
。
多
様

な
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
や
そ
の
根
拠
を
明
ら

　

平
成
28
年
７
月
の
参
議

院
選
挙
か
ら
選
挙
権
が
満

18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
高
校
生
が
選
挙
に
参

加
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
18
歳
も
既
に
自

分
の
考
え
方
な
ど
を
し
っ

か
り
育
ん
で
き
た
世
代
で

あ
り
、
今
後
の
少
子
高
齢

化
社
会
を
支
え
る
世
代
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の

日
本
の
あ
り
方
を
決
め
る

政
治
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い

と
の
意
図
が
あ
る
か
ら
で

す
。

　

つ
ま
り
、
国
は
今
後
の

政
治
に
は
若
い
世
代
の
関

わ
り
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

政
治
に
関
わ
る
と
い
う

こ
と
は
、
政
治
に
つ
い
て

重
要
な
役
割
を
持
つ
こ
と

か
に
し
て
何
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

か
な
ど
わ
か
り
や
す
い
形

で
多
く
の
方
を
巻
き
込
み

議
論
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

決
定
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

て
、
相
互
理
解
が
深
ま
り

実
効
性
が
高
ま
る
か
ら
で

す
。

　

そ
れ
す
ら
や
め
て
し
ま

う
と
一
部
の
方
の
考
え
に

基
づ
い
て
政
治
が
行
わ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
議
論
に
参

加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
成
28
年
７
月
に
行
わ

れ
た
参
議
院
選
挙
の
投
票

率
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

特
に
、
19
歳
の
投
票
率
は
、

住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
市

外
に
進
学
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
こ
と
も
影
響
し
て
、

全
国
平
均
よ
り
低
く
な
っ

海外の若者の選挙権

　海外の選挙権年齢は「18 歳以上」が主
流です。国立国会図書館の調査（平成 26
年）では、世界の 191 の国や地域のうち、
９割近くが18歳以上と定めています。（例
えば、アメリカ、イギリス、フランス、
ドイツ、イタリアなど）
　国によっては、18 歳を更に引き下げる
議論もあります。ますます若者が政治に
参加することが期待されています。

て
い
ま
す
が
、
表
１
の
18

歳
の
投
票
率
は
、
表
２
の

20
代
の
投
票
率
と
比
べ
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
特
に
高
校
等
で
の
政

治
教
育
、
家
庭
で
選
挙
に

つ
い
て
話
し
を
す
る
機
会

が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
若
者
の
投
票
率

は
相
対
的
に
低
い
状
況
に

あ
り
、
今
回
選
挙
権
を
得

た
18
歳
、
19
歳
の
方
が
今

後
も
政
治
に
関
わ
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
ま
た
、
そ

れ
以
上
の
年
代
も
合
わ
せ
、

高
山
市
議
会
で
も
取
り
組

む
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
方
に
こ
れ
か
ら

も
政
治
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
政
治
や
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
場
や
機
会

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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18歳選挙権

表１ 平成28年７月参議院選挙における投票率（確定値）
全国 高山市

18歳 51.28% 45.88%

19歳 42.30% 32.31%

18歳＋19歳 46.78% 39.61%

全体 54.70% 65.54%

全国 備考

20歳～24歳 33.21% 最低

25歳～29歳 37.91%

70歳～74歳 73.67% 最高

表２ 年齢別投票率

※全国の投票所から抽出した調査によるもの

1818
歳
選
挙
権
を
考
え
る

歳
選
挙
権
を
考
え
る

　
　
　
　
　

求
め
ら
れ
る
若
者
の
力
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平成29年 高山市議会 ３月定例会日程

※日程は変更する場合があります。

編　

集　

後　

記

高山市議会では、「高山市議会フェイ
スブックページ」を開設しています。
議会活動の情報発信に努めていますの
で、皆様の「いいね」をお待ちいたします。

高山市議会フェイスブック
◆ ページアドレス ◆

h t t p s : // www . f a c e b o o k . c om /
takayamashigikai

お 知 ら せ

　

２
０
１
７
年
の
幕
開
け
か
ら
早
い
も
の
で
１
か
月
が
過
ぎ
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
た
び
に
１
年
が
短
く
感

じ
ま
す
。
50
歳
の
１
年
は
50
分
の
１
で
す
が
、
５
歳
児
の
１
年
は
５
分
の
１
に
あ
た
る
た
め
子
ど
も
に
と
っ

て
の
１
年
は
長
く
感
じ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
は
歳
を
と
る
中
で
様
々
な
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
新

た
な
驚
き
が
少
な
く
な
る
と
１
年
が
短
く
感
じ
る
な
ど
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

高
山
市
議
会
は
市
民
意
見
を
も
と
に「
審
議
・
審
査
の
充
実
で
監
視
機
能
を
高
め
、
市
民
が
必
要
と
す
る
政

策
提
言
を
行
な
う
中
で
、
市
民
の
幸
せ
と
市
政
の
発
展
」を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
日
々
の
活
動
へ

の
努
力
を
怠
る
こ
と
な
く
日
々
精
進
し
、
年
々
厚
み
を
増
す
活
動
に
邁
進
す
る
所
存
で
い
ま
す
。
歳
月
を
重

ね
て
も
議
会
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
新
た
な
挑
戦
や
刺
激
を
入
れ
る
こ
と
で
充
実
感
や
満
足
感
が
実
感
で

き
る
よ
う
な
議
会
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
議
会
の
様
子
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
や

録
画
配
信
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
が
、
や
は
り
生
の

傍
聴
は
、
テ
レ
ビ
画
面
で

は
伝
わ
り
に
く
い
緊
張
感

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

是
非
、
緊
張
感
あ
ふ
れ

る
議
会
の
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
が
開
催
さ

れ
て
い
な
い
時
は
、
議
場

を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。 議

会
傍
聴
に

議
会
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

お
越
し
く
だ
さ
い

開会日 曜日 会 議 内 容 場 所

2/28 火
午前９時３０分 本会議
（提案説明、質疑、付託）

議場

3/1 水 本会議予備日

3 金
午前１０時 

一般質問通告締切　

6 月 午前９時３０分 常任委員会
第一、第二、
特別委員会室

8 水 午前９時３０分 本会議 議場

9 木 午前９時３０分 本会議 議場

10 金

午前９時３０分 本会議 議場

本会議終了後 
議会運営委員会　　

全員協議会室

14 火
午前９時３０分 

総務厚生委員会　　
全員協議会室

15 水
午前９時３０分 

文教産業委員会　　
全員協議会室

16 木
午前９時３０分 

基盤環境委員会　　
全員協議会室

17 金
午前９時３０分 

予算決算特別委員会
全員協議会室

21 火
午前９時３０分 

予算決算特別委員会
全員協議会室

22 水
午前９時３０分 

予算決算特別委員会
全員協議会室

24 金 午前９時３０分 本会議 議場
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古紙パルプ配合率 80％再生紙を使用

　高山市議会では、市民の多様な意見を把握し、市政への政策提言に反映させるため市民意見
交換会を開催しております。
　今回の意見交換会は、これからの高山市を担う高校生の皆様の率直な意見を伺うとともに、
議会を身近に感じてもらうことを目的に開催します。
　皆様のご来場をお待ちしています。

日　　　時　　平成29年２月12日 ㈰　午後１時～

場　　　所　　高山市役所５階　議場、各委員会室など

参加予定校　　斐太高校、飛驒高山高校（岡本・山田）、高山工業高校、
　　　　　　　高山西高校（順不同）

内　　　容　　第１部／高校生の意見発表（議場）
各校生徒が日頃の生活で感じたことや学習で取り組んだ
こと、また、それらを通して感じた今後のまちづくりへ
の提案など

　　　　　　　第２部／意見交換（委員会室等）
日頃感じていることなど、お互いに聞きたいこと伝えた
いことなど

　　　　　　　第３部／まとめ（議場）

傍聴申込み　　申込みは不要ですが、会場の席には限りがありますのでご了
承ください。

問 合 せ 先　　高山市議会事務局
　　　　　　　電　話 ０５７７－３５－３１５２（直通）
　　　　　　　ＦＡＸ ０５７７－３５－３１７０

高山市議会市民意見交換会
「高校生との意見交換会」のご案内

前回（平成28年２月）の参加者の皆さんと

みやすいユニバーサルデザインフォント
を一部採用しています。

高
山
市
議
会

検
 索
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